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ABC 三位一体 の初年次教育システム
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 リーダー教員 １名
 チューターは１５名

 専門教員１名  専門教員１名

General Education



ABC 三位一体の初年次教育システム

• AS： Academic Skills

– コミュニケーション能力、アカデミック・ライティング技
術 の向上を目指す。

• BSS: Basic Skill Seminar

– 問題発見能力、情報収集力、プレゼンテーション能
力 の向上を目指す。

• CT： Critical Thinking

– 能動的態度、論理的推論能力、文章批判力 の向上
を目指す。
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知識のシェアを実践しながら学ぶ
アカデミック・ライティングの講義
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１．アカデミック・スキルズとは

5

競争から協創へ



アカデミック・スキルズとは何か
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 AS＝大学を充分に活用するための技能のこと

話す力、聞く力 …ディスカッションの力

調べる力  …情報収集の力

伝える力 …文章を書く力、デッサンする力

 講義の目標

 学期を通じて、 学術論文（レポート） を一つ仕上げる。

 論文作成作業を通じて、大学共同体の習慣やルール、マナー
を学ぶ。

 知識共有のスキルを身に着ける。

 研究倫理の基礎を学ぶ。



「競争から協創へ」

• 受験競争からの卒業

• 知識以上に方法を

• 問う勇気、答える勇気

• 教え合い、学び合う

• 医道追究のための共同体をつくる
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第一学年のうちに、
対話可能な人間関係をつくれ！



競争から「協創」へ

「おしゃべり」が第一歩目

 考える事。

 考えた事や体験を語る事。

 他人の考えを聞く事。

 自分の考えをまとめる事。

学んだことを

言語化するこ
とで、
自由を得る！

状況にはまり込んでいる
自分が見えてくる

言語化すると
現実との距離が生まれる！
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質問は「公共事業」だ！ ミル

1. ある意見の発表を禁じた場合、その意見が正しい可能
性もないわけではない。この可能性を否定すれば、自
分の無謬性を主張することになる。

2. 発表を禁じた意見が誤りだとしても、真理の一部を含ん
でいる可能性があるし、実際にも含んでいるのが普通
である。

3. 主流の意見が真理であり、しかも真理の全体であると
しても、それに対する反対意見が許容され、活発な議
論がゆるされなければ、主流の意見を信じるにしても
単に受動的な理解に止まってしまう。

4. ３の結果、意見の意味が失われるか弱まってしまい、
人格や行動に与える活き活きした影響が失われてしま
う。9



各回で役割変更
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 本日の役割分担

1.進行係
2.進行補助係

（５名の班は不要）

3. 記録係
4.発表係
5.コメント係
6.反論係



講義日程
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回数 UL予定日 区分 講義・実習内容

1 4月18日(火) 講義 ガイダンス／グループ交流

2 4月18日(火) 講義 グループ交流

3 4月25日(火) 講義 大学での学びとは何か

4 4月25日(火) 講義 ノートの取り方

5 5月02日(火) 講義 学術文献の探し方

6 5月02日(火) 講義 文章読解の練習

7 5月09日(火) 講義 文書要約のエッセンス

8 5月09日(火) 講義 ハンドアウトの作成

9 5月16日(火) 講義 レポートの書き方１ 感想文と論証文

10 5月16日(火) 講義
レポートの書き方２ してはいけない論証と
は

11 5月23日(火) 実習 レポート作成実習 ① テーマ設定

12 5月23日(火) 実習 レポート作成実習 ② 「序論」の作成

13 5月30日(火) 実習 レポート作成実習 ③ 調査結果の報告

14 5月30日(火) 実習 レポート作成実習 ④ アウトラインの作成

15 6月06日(火) 実習 班替え／グループ交流

回数 UL予定日 区分 講義・実習内容

16 6月06日(火) 実習
レポート作成実習 ⑤ アウトラインの再構
成

17 6月13日(火) 実習
レポート作成実習 ⑥ アウトラインの再再
構成

18 6月13日(火) 実習
レポート作成実習 ⑦ アウトラインの再再
構成

19 6月20日(火) 実習 レポート作成実習 ⑧ アウトラインの発表

20 6月20日(火) 実習 レポート作成実習 ⑨ アウトラインの発表

21 6月27日(火) 講義 レポートの書き方３ 参考文献表の作り方

22 6月27日(火) 講義 レポートの書き方４ 注の入れ方

23 7月04日(火) 実習 プレゼンテーションの技術

24 7月04日(火) 実習 パワーポイントの使い方

25 7月11日(火) 実習 小テスト（春学期の総括と展望）

26 7月11日(火) 実習 小テスト（春学期の総括と展望）

27 8月22日(火) 実習 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（１）

28 8月22日(火) 実習 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（２）

29 8月29日(火) 講義 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（３）

30 8月29日(火) 講義 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（４）



講義日程
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回数 UL予定日 区分 講義・実習内容

1 4月18日(火) 講義 ガイダンス／グループ交流

2 4月18日(火) 講義 グループ交流

3 4月25日(火) 講義 大学での学びとは何か

4 4月25日(火) 講義 ノートの取り方

5 5月02日(火) 講義 学術文献の探し方

6 5月02日(火) 講義 文章読解の練習

7 5月09日(火) 講義 文書要約のエッセンス

8 5月09日(火) 講義 ハンドアウトの作成

9 5月16日(火) 講義 レポートの書き方１ 感想文と論証文

10 5月16日(火) 講義
レポートの書き方２ してはいけない論証と
は

11 5月23日(火) 実習 レポート作成実習 ① テーマ設定

12 5月23日(火) 実習 レポート作成実習 ② 「序論」の作成

13 5月30日(火) 実習 レポート作成実習 ③ 調査結果の報告

14 5月30日(火) 実習 レポート作成実習 ④ アウトラインの作成

15 6月06日(火) 実習 班替え／グループ交流

回数 UL予定日 区分 講義・実習内容

16 6月06日(火) 実習
レポート作成実習 ⑤ アウトラインの再構
成

17 6月13日(火) 実習
レポート作成実習 ⑥ アウトラインの再再
構成

18 6月13日(火) 実習
レポート作成実習 ⑦ アウトラインの再再
構成

19 6月20日(火) 実習 レポート作成実習 ⑧ アウトラインの発表

20 6月20日(火) 実習 レポート作成実習 ⑨ アウトラインの発表

21 6月27日(火) 講義 レポートの書き方３ 参考文献表の作り方

22 6月27日(火) 講義 レポートの書き方４ 注の入れ方

23 7月04日(火) 実習 プレゼンテーションの技術

24 7月04日(火) 実習 パワーポイントの使い方

25 7月11日(火) 実習 小テスト（春学期の総括と展望）

26 7月11日(火) 実習 小テスト（春学期の総括と展望）

27 8月22日(火) 実習 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（１）

28 8月22日(火) 実習 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（２）

29 8月29日(火) 講義 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（３）

30 8月29日(火) 講義 〔特別講義〕 メディカル・ドローイング（４）



２．論文作成における共同作業
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知識の共有を実践する



レポート課題（2023夏）
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「AIを用いて医学研究を進めることの是非」
について、正負両面から自由に論じなさい。



情報収集➔要約➔ハンドアウト
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情報収集➔要約➔ハンドアウト
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Pros ! Cons !

参考文献表！！



起承転結の例 （頼山陽の俗話より）
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 起: 京の三条の糸屋の娘

 承: 姉は十六妹十四

 転: 諸国大名 は弓矢 で殺す 

 結: 糸屋の娘は目 で殺す・・・

論文では

 起 問題提起・主張
 承 主張の裏付け
 承 主張への反論と再反論
 結 再主張



「論文」への転換：
起承転結から起承承結へ
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 起: 結婚すべきか。⇒すべきだ。

 承: なぜなら、助け合って生きることができるから。

 転: でも、助け合いなら同性同士でもできるな。

 結: 結婚は難しい問題だなぁ・・・ （余韻）

 起 結婚すべきか。⇒すべき。

 承 なぜなら、助け合って生きることができるから。

 承 助け合いなら同性同士でもできるという意見がある、
しかし、子育ての苦労を共にすることはできない。この苦労を
共にすることで、両性の絆は特別なものになるのだ。

 結 以上により、結婚はすべきだ。



アウトラインの基本構造
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主題に沿ってアウトラインを共同作成
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アウトライン の例
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 まず、 論文タイトル 「地球温暖化の理由」 起

 １．「序論」「はじめに」 INTRODUCTION （全体の１０％）
役割：読み手の関心を引きつける。書き手の意図を明らかにする。

 データ （事実の提示）          Data

 問題提起 （問い）              Questioning

 主題文 〔著者の主張〕 （問いに対する応答） Claim

Data: 「近年、世界各地で平均気温が上昇している」 「化石燃料
の消費量の増加と、地球温暖化傾向に相関がある」
Questioning:  「地球温暖化をどのようにしたら抑えられるだろう
か」
Claim:  「地球温暖化の原因は、化石燃料の消費によって排出さ
れる二酸化炭素が原因に違いない」「CO2排出を規制すべき」

著者名



アウトライン
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 ２．「本論」 BODY （全体の５０～６０％） 承
役割：序論の主題文で述べた論点を理由付け（REASONING）する。
２－１．自分の意見をサポートする第一の理由

理由づけ：「その理由は、まず・・・・(Prosの意見１)」 ワラント１  WARRANT 1

具体例・実例１：「たとえば、・・・・」 BACKING 

具体例・実例２：                           BACKING 

２－２．自分の意見をサポートする第二の理由
理由づけ：「第二の理由は、・・・・(Prosの意見２)」  ワラント２ WARRANT 2

具体例・実例１：「たとえば、・・・・」BACKING 

具体例・実例２：                          BACKING 

２－３．自分の意見をサポートする第三の理由
理由づけ：「第三の理由は、・・・・(Prosの意見３)」  ワラント３ WARRANT 3

具体例・実例１：「たとえば、・・・・」BACKING 

具体例・実例２：                          BACKING 

ワ
ラ
ン
ト

が
多
い
ほ
ど
、
説
得
力
が
増
す
。

同
じ
く
、
自
説
を
支
え
る 

バ
ッ
キ
ン
グ 

が
多
い
ほ

ど
、
信
憑
性
が
高
ま
る
。



アウトライン
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 ３．「考察」（反論） DISCUSSION （全体の２０～３０％）  承
 自分とは反対の意見(Consの意見)

 役割：予想される反対意見（リバッタル REBUTTAL） を提示し、それに対してなぜ
自分は同意できないのかを述べる。 それに対する 再反論（スリバッタル
SURREBUTTAL） を行って自説の優位性を高める。

二酸化炭素と気温上昇には関係がない。 BACKING 「P.S.クラークらは、過去２０００
年間におきた火山活動と地球平均気温との相関関係を詳しく分析した。するとその際
に放出された二酸化炭素と気温上昇の間に相関がないという結論が出た（1994年）」

⇔「いや、そんなことはない。CO2は確実に影響を与える。」
BACKING 「アメリカ海洋科学研究所のK.Leeの最近の研究データによれば、CO2の大

気中濃度の上昇と地球平均気温の変化をあらたに宇宙から観測し、地域ごとの特性まで
分かってきている。特に海風の影響の少ない内陸部での観測によって、新たに・・・・」

 ４．「結論」or「まとめ」      CONCLUSION （全体の１０～２０％）  結
役割：序論と同様に主題文を言い換えて述べる。これまでの論証をまとめる。

「結論としては、・・・・」
「自分の意見をまとめると、・・・・」



３．学生からの声
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受講生の感想より



学期を通した本講義に対する感想（2023）
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 【学生A】高校生、浪人生とは違ってみんなで議論しながら一
つのプレゼンテーションを作ることは初めてで非常に楽しく本
講義を受けることができた。 論文の作り方などはこれから医
師になるものとして必須の技術であるので早くからその練習
をすることは非常に役に立つだろうと感じた。 少ない人数で
しかグループワークを行なっていないため、もう少し人数を入
れ替える回数を増やした方がいいのではないかと思った。

 【学生B】自己紹介や身近な問題の議論を通じてコミュニケー
ション力、ディスカッション力を養え、アウトラインの作成を通
じて情報収集能力や協調性など大学生活に必要不可欠な要
素を養えました。グループワーク主体の実習要素が多く、自
分に不足していたコミュニケーション力を養えたことが特に役
立ちましたが役割別のグループワークでは特定の人に多くの
負担がかかることもあり改善すべきだと感じました。



学期を通した本講義に対する感想（2023）
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 【学生C】講義内容自体も興味深く、また、班員とのコミュニ

ケーションもあり、とても楽しい講座でした。ハンドアウト、ア
ウトラインなど、初耳の用語ばかりでいかに今までの自分のレ
ポートが拙いものであったかを自覚した時は、大変衝撃を受
けました。講義で学んで以降、文章の書き方を意識するよう
になりました。さらに、議論についての捉え方も変わりました。
積極的に意見することの重要性を理解しました。グループ
ワークがある授業は本講座くらいだったので、人脈を広げる
ことに大いに役立ちました。

 【学生D】高校までは、レポートも調べたものをまとめただけの

ことが多かったが、この講義で、自分の主張を述べる形のレ
ポートの書き方を学んだ。レポートに対する考え方が変わっ
た。適切な引用の仕方は、剽窃を防ぐ上で重要で役にたった。



４．まとめ
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情報共有の効用



情報共有の練習
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 収集した知識をハンドアウトにして、仲間に共有（第５回～第
８回）

 グループで意見を出し合いながら、アウトラインを共同作成
（第１１回～第１４回）

 班替えにより新しいグループメンバーと、再度アウトラインを
共同作成（第１６回～第１７回）

 他班に移動して、自班のアウトラインの進捗状況を紹介
（第１８回）

• 共同作成したアウトラインをそのまま論文化するのは可。
• 理想は、個人的な意見を主張するために最終アウトラインを
一人で作り直して、それを論文化。（最後は個人作業）



情報共有の効用
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 論文作成を通して、「議論」・「質問」・「共有」の重要性を
学ぶ

 後期の「大学基礎セミナー」でさらなるトレーニング

 第２学年以降のPBLの準備になる

 専門科目の試験勉強についても、グループ学生をする
学生が増える



ご静聴ありがとうございました。
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質問等は、下記アドレスまでご連絡ください。
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